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1.は じめに

戦前日本の委任統治領であったパ ラオでは、パラオ語を書くために片仮名が使用 さ

れていた。 日本統治が始まった時点でパラオ語は書記体系を持っていなかったため、

片仮名がパラオ語の表記に使用されたのは自然であろ う。片仮名は戦前に公学校で日

本語を学習 したパラオ人によって、手紙などの私的なコミュニケーションで使用 され

ていた。また、現地発刊の日本語の新聞を片仮名表記のパラオ語に翻訳 して、配布 し

ていたとも聞 く1。Matsumoto(2001)は1998年 に233名 のパラオ人に対して、パラオ語表

記の使用文字を調査 してお り、戦前の日本時代に教育を受けた者を中心に、多くのパ

ラオ人が片仮名 を使用 していたことがわかっている。 しかし、これまでパラオ語の片

仮名書きの特徴に関す る考察は管見の限り行われていないようである。

Matsumoto(2001)の 調査では片仮名書きの資料を見ることも多かったようだが、それ

から15年以上経った現在、片仮名を使用するパラオ人 も非常に少なくなくなっている。

また、その数少ない片仮名使用者 も高齢であるため、片仮名書きの資料を見つけるこ

とが難 しい。これまでのフィール ドワークでも収集を試みているが、実際に見つける

ことができていない2。 そこで、かつて日本時代にパラオ語を書 く際に片仮名を使用

していたパラオ人に対 して、以下の3編 の文章を書いてもらった3。

a)日 常の 日記の よ うな文を片仮名表記 のパ ラオ語 で書い てもらった もの

b)イ ンフォーマ ン トにな じみのある、アル ファベ ッ トで書 かれ た聖書の一節 を見

せ、片仮名 に書き直 しても らった もの(図1)4

c)ま た、インフォーマ ン トの知 っているパ ラオの歌の歌詞 をアル ファベ ッ ト、お

よび片仮名で書いて もらった もの5

1筆 者 はそ の よ うな情報 を頼 りに、多 くの人 を訪 ね周 ったが、実 際に新 聞は見 つか ってい ない。 しか

し、 印刷 屋 で働 い てい たパ ラオ人の孫 の情報 で あるた め、間違 いで はない と考 え られ る。

2仮 名 に よ るパ ラオ語 の手紙 を保 存 してい る者 もいたが
、私的 な物 で恥 ず か しい とい うこ とと、 どこ

に保 存 され てい るかわ か らな い とい う理 由で、見せ て も ら うこ とが できな かった。

3イ ン フォーマ ン トは1931年 生まれ で、ゲサール州 出身 であ る。沖縄 系の父 、パ ラオ人 の母 を持つ 。

日系 、沖糸縣 以外 のパ ラオ人 もパ ラオ語 に仮名 を使 用 してい る ことは確 認 してい る。

4α θ幽01茄 捌a
,BibleSocietyofMicronesia,2004,2004EditionのMatteus18:1-5(マ タイに よ

る福 音書18章1-5節)を 使 用 した。 聖書 の使 用はイ ン フォーマ ン トが読 みなれ てい る文章 であ る と

ともに、オ ンライ ンでオーデ ィオデ ー タにア クセ スす る ことがで き、音声 を容易 に確 認す る ことがで

きる とい う利 点が あ る。

5a)の 日記 の よ うな文 は、Long&Imamura(2013)に 収録 され てい る。c)の 歌詞 の資料 は、沖縄 県立

芸術 大学 の小西潤子 教授 よ り提 供い ただい た。 ここに感謝 申 し上げ る。
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本論はその3編 の文章を分析 し、パ ラオ語における片仮名使用の特徴の一端を明らか

にすることを目的とす る。本調査はパラオ人のインフォーマン トー人に対 して行った

調査であり、調査資料 も限られている。また、インフォーマン トも述べていたが、パ

ラオ語の片仮名表記に統一 した方法があるわけではなかった。 しかし、旧植民地(委

任統治領)に おける日本語の影響の記述 として、パラオ語の片仮名表記の特徴の一端

を記述することは重要であると考えられる。
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図1イ ンフォーマン トによるパラオ語の片仮名書き資料の一つ6

2.旧 植民地における片仮名使用

パラオ以外にも旧植民地である台湾、満州で片仮名が使用されていたことが報告 さ

れている。 日本統治前にすでに書記言語が浸透していた地域であるが、様々な必要性

から片仮名が使用されていた。ここでは日本語以外の言語に片仮名が使用されている

例について、その特徴 も含め先行研究を基にまとめていく。

満州においては、1935年 から学校の教科書で、外国の人名、地名、国名、専門用語

などの表記に片仮名が使用 され、新聞、雑誌、書籍などの出版物にも使用が見られた

(石2005)。 その後、中国語を片仮名で表記する 「満州カナ」が1944年 に制定された

(桜井2012)。 その 目的は、字数の多い漢字ではなく片仮名により識字率を向上する

こと、日本語 ・日本文化の流入を促進することであった とされる(安 田1997)。 しか

し安田(1997)は 、この 「満州カナ」は大衆への普及や文書 ・文学における使用には

至らなかった と述べている。また、その片仮名の文字体系については、大衆に向けて

6イ ン フォーマ ン トが高齢 とい うこ ともあ り、聖書 の一説 を筆者 が ノー トの左側 に大 き く書 き、右 に

片仮名 による表記 をす る よ うにお願 い した。
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作成されたものであることから、新 しい片仮名文字の作成や片仮名の小書きはされな

かった(安 田1997)。

さらに台湾においては日本語教育を経験 したアミ語母語話者によって、ア ミ語の表

記に片仮名が使用されていた(簡2011)。 電話番号の控えや、家系図、歌詞のカー ド

などに使用 され、片仮名の表音性を利用 し、漢字では表 しにくいアミ語を表記 してい

ると、簡(2011)は 報告 している7。また、日本人移民が台湾語を学ぶために台湾語の

片仮名書きの方法が確立されていた(樋 口2012)。 日本の台湾統治初期に、言語の相

互理解がないことによる困難を解決するために、現地人に対する日本語教育に加え、

日本人に対する台湾語を教育する方針があったためである(林2008)。 その特徴は林

(2008)の 記述を基に、以下のようにまとめられる8。

①

②

③

④

⑤

新規作成 の片仮名(サ 、チ、ツ、セ、 ソ)9

閉音節 の表記([n]=ヌ 、[m]=ム 、回 一ン、[p]一 プ、[t]一ッ、[k]=ク)

母音の表記([o]=オ 、[o]=ヲ)

出気音符号、八声符 号の使用

語末 に来 る声門閉鎖音の前 の母音 を小書きす る

パラオにおいてはパ ラオ語の片仮名書きが推奨されたこともなく、政策的に片仮名

表記が作 られ ることはなかったlo。しかし、 日本統治以前にほとんど書き言葉が使わ

れていなかったため、 日本語 と片仮名を覚えたパラオ人がパラオ語に片仮名を使用 し

始めた。また、海軍に勤めた後、 ミクロネシアのいくつかの言語について著作を残 し

ている松岡静雄が文法の研究書を出してお り、その中でパラオ語の全ての語を片仮名

表記している(松 岡1930)。 この研究書が民間人の目に触れることは少なかったため、

本の片仮名表記体系はパラオ人の片仮名表記に全く影響 しなかったと考えられる。 し

か し、日本人の学者が考案 したパラオ語の片仮名表記 と、パラオ人の問で自然発生し

たパラオ語の片仮名表記にどのような相違が見られるかを比較考察することで、それ

ぞれの特徴が浮き彫 りになると考えられる。その点に関しても、後に考察 していく。

3.パ ラオ語の片仮名表記の特徴

パラオ語 と日本語は当然異なる音韻体系を持つため、書き表すパラオ語の音や音節

構造に対 して、対応す る完全に対応する仮名がない場合がある。その場合は、インフ

ォーマン トが独自のルールを作るとともに、場合によっては表記に揺れが見 られるよ

うである。以下では次の特徴、中舌母音囹、閉音節、二重母音 ・長音 ・促音、その他

7漢 字 に も表 音性 は認 め られ る と考 え られ るが、画 数 の少 ない片仮 名 の使 用が好 まれ た ので あろ う。
8(泉 州方言 の)方 言的 な母音 を現す た めに

、 「「ヲ 牙 」 も使用 され た よ うで ある(林2008)。
9サ 、チ 、 ツ、セ、 ソ はそれぞれ 、/tsa/,/tse/,/tso/,/ti/,/tu/を表す。
10そ う した施 策 の動 きが全 くなか ったか ど うか は分か らないが

、少な くとも記録 は見 つ かってお らず、

そ う した こ とが あった とい う話 も聞 いてい ない。
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日本語 にない音素(/0/,/?/,A/と/の の表記 を詳細 に分析 してい く。

3.1.中 舌母音

パ ラオ語の母音体系は図2(Josephs(1990)を 参考 に作成)の よ うに6母 音であ る。 中

舌母音弓はアクセ ン トが置かれ ない音節のみに現れ るため、ミニマルペ アを見つ けるこ

とは難 しい(Josephs1975)。 また、語の変化形 か ら母音弱化 が起 こった結果 、中舌母

音が現れ る と考 えられ る場合 もある(Josephs1975)。iu

例 えばパ ラオ語 で所有 格 を表 す場合 には名詞 に所有

を表す 形態素 が付加す る とともにアクセ ン トがそ のeサ0

形 態 素 に 移 動 し 、 元 の 語 の 母 音 に 母 音 弱 化 が 起 こ る 。

Josephs(1975:20-21)の 例 、bsibs`drilP→ わ3¢わ3猷`my

drilP,chur`laughter',→chgrlk`mylaughter',sers`garden'

→5望z34ん`mygarden' ,ngor`mouth'→ ηg¢だ ん`mymouth',

kar`medicine'→kertik`mymedicine'、 に 見 ら れ る よ う

に 、 中 舌 母 音 以 外 の5母 音 全 て で 母 音 弱 化 が 起 こ る 。

このようなパラオ語の6母 音体系の特

徴はパ ラオ語の片仮名表記にも多少の

影響を及ぼしていると考えられる。文章

の中に現れた中舌母音を含む単語の一

部とその表記を以下の表2に まとめたll。

ほとん どの中舌母音は工段の仮名で表

記される。アルファベ ッ ト表記eに 引き

ずられていることは否定できないが、工

段以外の仮名が使用 されている語 もあ

る 俵1の 網掛け)。 アルファベ ット表

記によって中舌母音の表記が決まるの

であれば、全ての中舌母音に工段の仮名

が使用 されることになる。つま り、工段

の仮名で表記される中舌母音は、工段音

に近い音 として知覚 されていると考え

たほ うが自然であろう。声門閉鎖音の前

の中舌母音で仮名使用が変わる例が2例

見 られた。鷹肱

a

図2パ ラオ語の母音体系

表1中 舌母音を含む語の表記

語 片仮名表記 発音記号

'60加 タア to?a

7〃伽9舵1 ルベンケル rubeηkε1

形η9θ漉1 レゲデル roりodε1

εα刀9召4 ヤゲデー jaooδ

舵 舵 君ε1 ケケ レル kεkorε1

η9αz盈 ガルク りalok

溺ε舵 漉c加7π メケデエルル mokεdε?εrur

溺α密7か メデ リル moδorir

溺6zo1 メラル mora1

溺ε娩01 メ レコイ molokoy

舵雁〃 ケ ミウ komiu

耀 刀go伽 乃 メゴ ドォ moりoδo?

κ ηgz41 レグル reりul

c加 〃4 エ リデ ?elid

mengodech,の 中舌母音 にそれぞれア段 とオ段 の仮名 が使用 され て

い る。techaで は後 ろに来 る/a/、mengodechの 二つ 目の 中舌母 音の表記 は前 に来 る/o/に

11使 用 した聖書 は単語 の綴 りが現在 の もの と異 なる ものが見 られ る
。その点 か ら現行使 用 され ている

(いまだ に統 一が 完全 に行 われ てい ない)正 書法 が使 われ ていない ことが分か る。milekedongn'は 綴

りを見て 中舌母音 が含 まれ る と考 え られた が、辞 書 に記 載 があっ たのはmiLkodongn'で あ る。音声 デ

ー タか ら発音 も後 者の綴 りに近 い こ とが確認 され た
。

一34一



日本統治を経験したパラオ人によるパラオ語の片仮名表記

影響されていると考えられる。ただしngalekの中舌母音はウ段の仮名で表記 されてお

り、前後の音環境のみで片仮名表記が決定するわけではない。中舌母音の表記は工段

の仮名での表記を基本 とし、 どの段の仮名も使用される可能性があると指摘できる。

3.2閉 音節

パラオ語の閉音節を片仮名で書き表す

場合は、ウ段の仮名で書き表すことが多

い(回 はン)。語中の閉音節は例外なく

ウ段の仮名が使用され る。閉音節で終わ

る単語の後に母音で始まる単語がある場

合は双方が影響 し合い、表記が決定され

る場合もある。閉音節で終わる語が後続

母音に影響 される例 としてmeriouが 見

られる。逆に母音で始まる語が先行子音

に影響 される例はngikelobaで ある。

tiakidea,kotel,chadelに は、全て工段

の仮名 「テ、デ」が使用 される。また、

閉音節で終わ り母音が後続 していない

eangedの 最後の閉音節 も、「デ」で書き

表す。 この点に関 しては後に考察す る。

またその他例外として、α副 は 「ア タ

ラ」と表記 され、ア段の仮名が使用 され

る。この点も今後原因を突き詰める必要

がある。

表2閉 音節の片仮名表記

tiafkidea テアイキデ エヤ

mlorngii ム ロル ギイ

okerel㎞10 オケル エル クモ

kotel
一

コ ア エ ノレ

ngarbab ガルバブ

eanged ヤゲデー

atalkekerel ア タラ ケケレル

mederir メデ リル

akmeral アク メラル

msiseb ムシセブ

chadel
一"

ハ ア エ ノレ

●

merlOU メ リ ヨウ

ngikeloba ギケル ロバ

ngklek ンク レク

medousubesa

mle

メ ド ウ ス ベ ス ア

ム レ

3.3.二 重母音 ・長音 ・促音

次にパ ラオ語の二重母音 ・長音 ・促音 が どの よ うに片仮名で書き表 され るか を考察

す る12。まず、パ ラオ語 の現行の正書法ではy,Wは 認 められ ていないが、[j]、[W]の 音

は現れ る。その場 合にはヤ行 、ワ行が使用 され る(eangedヤ ガデ/mZtaム ワ/ノo〃 ヨ

ウ/mOZtaモ ワ/uaワ)13。 また田、[w]が現れ る とされ る二重母音 を含 む語 にもヤ ・

ヨ ・ワが使用 されてい る(eaエ ヤ/tiaikidテ ヤイ キデ/diakldiak]デ ヤ ク)。 実際は

どの語 句 で 二 重 母 音 の 一 つ が 半 母 音 と して 発 音 され る か は 予 想 が 難 しい が

(Josephs1975)14、 インフォーマ ン トは全 ての半母音 が起 こ りうる語句 にヤ ・ヨ ・ワ

12な お 、 当 時 の 公 学 校 に お け る 日本 語 教 科 書 『國言藷費本 』 で は 、促 音 は ツ の 小 書 き 「ッ」 が使 用 され

て お り、 長 音 記 号 「一」 は 外 国 の 地 名(ニ ュ ー ギ ニ ア 、 マ ー シ ャ ル)な ど に の み 使 用 され て い る 。

13現 行 の 正 書 法 が使 わ れ る前 ま で は
、y,Wは 使 用 され て お り、 使 用 を 再 開 す る検 討 も され て い る。

14GivenonlythePalauanspe][lingofwordscontactingvowelclusters
,itisverydifficulttopredict

thecorrectpronunciation.Thisisbecausesomeofthe(speled)vowelsarepronouncedind艶rent
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を使用 してい る。少な くともイ ンフォーマ ン トにはそ う知覚 され 、ヤ行 ・ワ行 の仮名

が使用 され るのであろ う。 なお、使用 され るワ行 の仮名 は、 旧仮名遣い のヲ、ヰ も含

まれ る(uoヲ/uoiヲ イ/wilヰ ル)15。

パ ラオ語 の母音はe ,i,o,uに 長母音 が存在す る。音声学的 には短母音 よ りも長 いが、

母 音 に わ た り音(前 舌 母 音 は 田 、 後 舌 母 音 は[w])が 続 く形 で 発 音 され る

(Josephsl990:xlii)。表3の よ うに、文中に現れた数少 ない長母音のほ とん どがア行 の仮

名 で表記 され る。長母音 に長音記号が使 用 され た例 は二例(eliiエ リー、nguuグ ウー)

であ る。前者 はア行 の仮名(「 イ」)な しで、後者はア行 の仮名(「 ウ」)に 加 えて長音

記号が使用 され る。 イ ンフォーマ ン トの長音記号の使用 には ゆれ がある と言え る。 な

お、長母音以外に も長音記号の よ うなものの使用 も見 られたが、インフォーマ ン トに

よると、「つながってい ることを示す」記号である とい う。パ ラオ語 では確かに閉音節

で終わる語 に母音で始 まる機能語 をつ なげて発音す る ことが多 く見 られ る。 しか し、

文末に も長音記号に似 たもの 「一」が使用 されている例が見 られ る(...eanged2ヤ ゲ

デー)。 語は子音囹 で終わ るため、なぜ この よ うに記号が使 用 され るかは現 時点 では

不明であ る16。 しか し、長音記 号がパ ラオ語 の長母音 を示すた めに使 用 されていない

ことは確 かで ある。

表3長 音記号の使用

使用例 長母音への記号の不使用

θ1〃エ リー 溺θ1〃伽観 メ ノレノレウ ト

んo陀1コ テ ー エ ル 1セ〃イ クリイ

εα刀9副 ヤガデー 雁Zε舵4bηg鵡 ミ レ コ ドン ギ イ

η9鰯 グウー 刀9鰍 グウ
、"

脚 泥8鋸 マ ー ソ ス ス 溺〃雄 ム ウ ス

α媚 ア ー ワ 1〃z〃ル ウテ

促音 はフ ィリッピンPhilipine、 マキ ッ トmake、 ラ ック トrakeのみ に使用 され る。フ

ィ リッピンは固有名詞 であるが、『南洋群 島國語讃本』での表記 は同 じく 「フィ リッピ

ン」である。mαke(ア クセ ン トはi)は 英語 のmarketか らパ ラオ語 に入 った外 来語 で

ある。make、raktは 両方、(強 弱)ア クセ ン トが置 かれ る位置 に促 音記号が挿入 され

てい る。例 が二つのみであるた め推測 の域 を出ないが、促音表記をす る理 由 としては、

ways,dependingonwhetherornottheyarestressedalldwhethertheyprecedeorf()lowthe

adjacentvowel(Josephs1975:24).
15歌 詞 の 中に使用 され てい る 認 は人名 で あ る

。また 副 はイ ンフォー マ ン トは ㎡ と表記 して い る。

近年確 立 され たパ ラオ語 の正書 法 とイ ンフォーマ ン トが学 習 した書 き方 の違 いで あ ると思 われ る。w,

yは 古い慣 習で は使 用 され ていた が、正書 法で は使 用 が廃 止 され た。
16イ ン フォーマ ン トに追 加の 聞き取 り調査 を行 った ところ

、「書 かな くて もいい」 「消 して もいい 」と

い った返答 が あったた め、個 人の 中で長 音記 号の使 用 に揺 れ があ る と考 え られ た。
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インフォーマン トが 日本語の外来語への促音挿入の規則を無意識的に学習 し、パラオ

語の仮名表記に応用 した可能性がある17。今後促音表記がされる可能性のある語の片

仮名表記を調査することで、規則 卜生が明らかになると考えられる。

3.4.そ の他日本語に見 られない音素 と音節構造

パラオ語にはr/と/r/の対立があるが 日本語にはないため、仮名でそれを表す ことが

できない。パラオ語ではそれが時に意味理解 に問題をきたす可能性があるため、イン

フォーマン トは書き分けの方法があると述べていた。ただし、常に書き分けるわけで

はなく、混乱をきたす可能1生があると感 じられる場 合だけ書き分けられ、そ うでない

場合は、読み手の理解に任せるそ うである。文中にもミニマルペアとなる語e1とer

が見られる。書き分けは/r/の場 合は通常のラ行の仮名 を使用 し、〃の場合に濁点 「 」

に似たマークをつけるか、小書きをするようである。 この書き分けは本調査のインフ

ォーマン トの方法であ り、決 して共通 した書き分けではないと述べていた。

パラオ語には音素/ng/があるが、/h/,暫は存在 しない(lng/の 異音として回 が、neの

異音として[g]は見られる)18。/ng/が 閉音節を構成する場 合は 「ン」、開音節の場合は

ガ行の仮名が使用され る 俵4)。 この規則には例外が見られないようであった。

表4音 素/ng/の 表記

閉音節 開音節

刀9ン 厩嬬 詔b卿 ∫ミレコ ドンギイ

禰 εηg舵1ルベ ンケル η9α妖 ガ レク

溺εη9メ ン 欄9醜1レ ゲデル

声門閉鎖音は、音環境によって異なる表記がされるようである。まずchad[?aδ]に「ハ」

が、chu㎜[?w㎜]に 「フ」使用される例が見 られた19。その他の音環境では母音のみ

でア行の仮名が使用 される(o乃ε侃癬 エムテイ/techaタ ア)。 つま り、声門閉鎖音が

語頭に来るか どうかや、調音点(日 本語の 「は、へ、ほ」は声門摩擦音[h])が 同じか

どう、は関係 しないようである。 これ もインフォーマン トの知覚でもっとも近いと考

えられた片仮名表記がされているのであろう。なお、語末に声門閉鎖音が来る場合は

また別の表記がされ る(mengodech・ メゴドォ)。オの小書きは、おそらく声門閉鎖音

が存在することを示 してお り、母音で終わる語でないことを示していると考えられる。

語末の声門閉鎖音は他の単語がなかったため推測になるが、声門閉鎖音の前の母音に

応 じて、同様にア段の仮名が使われ るのでないかと思われる。

17外 来語 の表記 での促音挿 入 は
、hip(ヒ ッフり、bridge(ブ リッジ)の よ うに、単母 音 の後 に破 裂音 ・

破 擦音 が来 る場合 な どに観 察 され る(小 野1997)。
18異 音 は分析 に特 に 関係 しな かった

。
19パ ラ オ語 の声 門閉鎖音 はchで 表 記 され る

。
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パ ラオ語の音節構 造 には、 日本語 にはない/ti/、/tu/、/di/、/du/が存在す る。/ti/、/di/

はそれ ぞれテ、デで表記 され る(tiaikidテ ヤイキデ 、ediエ デ)。/tu/、/du/は 用例 がな

かった。おそ らく ト、 ドで表記 され るので はないか と推測 され る。 チ、ツは 目本語 か

らの外来語 に使 用 され るため、 「チ、ツ、ヂ、 ヅ」はタ ・ダ行の他 の音([t],[d])と 異

なることを認識 し、使用 を回避 している と考 えられ る。

4.研 究書に見る片仮名表記との比較

ここでは、以上で考察 したインフォーマン トのパラオ語における片仮名使用をまと

め、前述の研究書、松岡(1930)『 パラウ語の研究』における片仮名表記 との比較考察

を行 う。松岡(1930)の 片仮名表記は表5に 、インフォーマン トの片仮名表記は表6

に、まとめられる。松岡(1930)は 研究書であることから、パラオ語の記述のための

手段として片仮名でパラオ語を表記 している。 目的が異なるため、表記の体系が異な

るのは当然だが、それぞれの音の知覚が如実に表記の違いに現れていると言える。以

下相違点について記述する。

表5松 岡(1930)に おけるパラオ語の片仮名表記

他 [P] [b]
*2

[?][x]*3 [d]
*2

[ng] [r][1] [m] [t] [s] [9]
*2

[k] ■ *1

一

ウ

ヌ

ぢ

パ バ カ 。 ダ ナ ラ マ タ サ ガ カ ア [a]

ピ ビ キ 。 ヂ 二 リ ミ チ シ ギ キ イ [1]

プ ブ ク ○ ヅ ヌ ノレ ム ツ ス グ ク ウ [u]

ぺ べ ゲ デ ネ レ メ テ セ ゲ ケ 工 [e]

ポ ボ コ ○ ド ノ 口 モ ト ソ ゴ コ オ [o]

■ ブ ク. デ ン ノレ ム テ ス ゲ ク ウ ■

*1中 舌母音 を音素 として認 めていない。

*2[g]
,[d],[p]は異音 として発生 した もので あると捉 えてい る20。

*3声 門閉鎖音は、[x]に 近い音で発音 され る場合 もあ ると述べてい る21。

*4外 来語の表記に関 しては特 に記述 がない。

*5[k] ,[t],[d]の後 にヌが加 え られ ることがある。

20「 濁音 ガ行 、ダ行 及バ行 は本 來音便 として獲 生 した もので、力行 、タ行 、バ行 との問 に本 質的 な匪

別 はない」(松 岡1930:13)
21「 力行 には清濁 二音 の外 に喉 音が あ る

、即 ちkhを 子音 とす る もの で、kが 強 く響 く場合 には 力行

に聞 こえるが、h子 音 が勝つ とア行 に近 くな る」(松岡1930:10)。 これ に関 してMcManus(1968:2)は

年配 の話者(olderpeople)の 間で は国 に近い 音で ある と考 察 してい る("someolderpeople

pronouncethisasaharshgutturalsomewhatliketheGemnanchorSpanishj.")。
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表6本 調査のインフォーマン トによるパラオ語の片仮名表記

[ng] [w] [・]1[1] 田 [m] [t] [s] [k][9] ■

ガ ワ ラ ヤ マ タ サ カ ア [a]

ギ ヰ リ ■ ミ テ シ キ イ [i]

グ ■ ノレ ユ ム ト ス ク ウ [u]

ゲ ヱ レ ■ メ テ セ ケ 工
[ε]

ゴ ヲ 口 ヨ モ ト ソ コ オ [o]

ゲ 一 レ ■ メ テ セ ケ 工 [o]*1

ン ウ ノレ ノレ

ノレ"ル

イ ム ト*5 ス ク ウ 一*2

他*4 [n]*3 [ts]*3 [z]*3 [P]*3 [h]*3 [b] [?] [d]

ッ

一

ナ ■ ザ ノミ ノ＼ バ ア ハ ダ [a]
二 チ ジ ピ ヒ ビ イ デ [i]

ヌ ツ ズ プ フ ブ ウ フ ド [u]

ネ ■ ゼ ぺ へ べ 工 デ [ε]

ノ ■ ゾ ポ ホ ボ オ ド [o]
一 ■ ■ ■ ■ べ 一 デ [o]

ン ■ ■ ■ ■ ブ *6 デ 一

*1中 舌母音は基本 的に工段の仮名 で表記 され るが例外 も見 られ る。

*2閉 音節 は後続 の語 が母音で始まる場合 はそれ に影響 され る場合 もある。

*3[h]
,[p],[z],[ts],[n]は日本語 の外来語に使用 され る。

*4促 音 「ッ」長音 「一」の使 用規則 は定かでない。

*5一 例のみ 「ト」 と小書きが見 られた。

*6語 末 の声門閉鎖音 は前の母音の小書 きで表記 され る。

まず 、[k],[g]の 表記 に相違が見 られ る。本調査 のイ ンフォーマン トは[k],[g]は/k/の

異音であるこ とか ら、同 じ音 として知覚 し、全て力行 の仮名で書き表 してい る。 日本

語にその音韻的違いがあるこ とか ら、松 岡は異音である と認めなが ら、力行 とガ行 の

仮名 で書 き分 けをしている。[p],[b]の 表記 にも同様 の点 が見 られ る(た だ しイ ンフォ
ーマ ン トは 日本言謝昔用語 にはバ行 の仮名 を使 用す る)

。

松岡は異音の[g]に ガ行の仮名 を使 用 しているため、[ng]に ナ行 の仮名 を使 用す るに

至っている。松岡はその理 由として、先行研 究でnと 表記 され ていること、音素/h!が

ない ことな どを挙げている。その上で松 岡が 『ミクロネ シア語 の綜合研究』で ミクロ

ネ シア他 言語 の音素/ng/の 表記 に、ナ行 の仮名 の ゴシ ック体 を使用 している例 に従 わ

ない としてい る。

[ti],[tu],[di],[du]には、松 岡は 日本言謝昔用語 を除いた純粋なパ ラオ語 の表記 を考 えて
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いないため、チ、ツ、ヂ、ヅを使用 してい る。 しか しイ ンフォーマン トは 日本語借用

語の音 との違い を考えているため、テ 、 ト、デ、 ドを使用す るに至ってい る。

[1],[r]は、松岡はそれ が音韻的に区別 され ると考えていないため、書き分 けの方法 を

考 えていない。イ ンフォーマ ン トはその点、意味的な混乱が起 こるerとelの 書き分

けを している。田,[w]も 松 岡は音素 と して認 めていないた めヤ行 、ワ行の仮名 は使用

していない。現行の正書法 の元 となったJosephs(1975,1990)も 音素 と認 めていないが、

イ ンフォーマ ン トは違 いを知覚 し、ヤ行 、ワ行の仮名 を使用 している22。

長音記号の使 用には類似点が見 られ る。松岡 もパ ラオ語の長母音 は母音の持続 時間

が長い と知覚 してお らず 、む しろ二つの母音 が分 かれて発音 され ると知覚 してい る。0

の長母音 のみ は長母音 として知覚 し、長音記号 を使用 してい る。デー タか らはイ ンフ

ォーマン トがoの 長母音 に同 じよ うに長音記号 を使用す るかは分 か らなか ったが、他

の長母音 に長音記号を使用 していないこ とは共通 している。

中舌母音の表記は共通点 が見 られ非 常に興味深 い。イ ンフォーマン トが工段以外 の

仮名 を使 った語の表記 が松 岡にも共通 してい る。ngalek、techa,は イ ンフォーマ ン トは

ガル ク、タア、松 岡はナル ク、タカoで あ り、中舌母音 の表記 が共通 してい る23。な

お、松 岡は ウ、ヌが音素 としてではなく、音 として現れ る場合に表記す るよ うである。

5.ま とめ

以上、少ない資料を基にして、戦前 日本語教育を経験 したパラオ人による、パラオ

語の片仮名表記の特徴を考察 した。考察は以下のようにまとめられる。①6母 音体系

を持つパラオ語の中舌母音は、工段の仮名による表記が主だが、前後の母音など音韻

環境により他の段の仮名表記も見られる。②閉音節の表記はウ段の仮名、もしくは後

続の母音に影響され工段の仮名の使用が主だが、例外 も見 られる。③一部の二重母音

の表記にはヤ行 ・ワ行が使用される。④長音記号の使用は少なく現時点で不可解な点

も見られる。⑤パラオ語は促音に相当するものを持たないが、一部の単語に 「ッ」が

使用される。⑥側音〃とふるえ音/r/の区別は、誤解が生 じる可能 性の判断によりa)書

き分けない、b)側音の場合に濁点 「"」をつける、c)側音の場合に小書きをする、の

いずれかが選択され る。⑦/ng/は閉音節で 「ン」、開音節で母音とともにガ行の仮名が

使用される。⑧声門閉鎖音は、基本的には後続の母音のみで仮名表記がされるが、語

頭で 「ハ」 「フ」が使用 される例、語末で前の母音の仮名を小書きする例が見られた。

今後、追加調査を行 うこと、別のインフォーマン トに調査を依頼すること、また片

仮名書きのパラオ語の資料を見つけることができれば、さらに詳細な規則の記述を可

能にできると考えられ る。今後の課題 としたい。

22現 行 の正 書法 の前 のy
,Wの 使 用が影 響 したのか も しれ ない が、 この点 は興 味深 い。 ヤ行 、 ワ行 の

仮名使 用 の結 果 は正書法 にお け るy,wの 使用 の正 当性 を支持 す る こ とにな る。
23母 音 の 中で も他 の5母 音 の一つ に近 い もの があ るのか現 時点で は正確 な こ とが分 か らな い。 なお。

先 に述 べ たJosephs(1990)の 説 明に ある母 音弱化 の例 で は、松 岡は中舌母 音 を工 段で知 覚す る よ うで

ある。
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